
【導入事例】

アパレルショップ

背景
アパレルショップの店舗内マーケティングにおける課題は、顧客の興味を引き、購買意欲を高める

空間作りと商品配置の最適化です。視覚的なディスプレイやプロモーションの工夫が必要ですが、オ
ンラインの利便性と競合するため、店舗ならではの体験価値を強化する必要があります。
また、顧客データの活用により個別化されたアプローチを行い、リピーターを増やすことも課題で

す。これにより店舗の売上とブランドロイヤルティの向上が期待されます。

※画像はイメージです。

課題
従来、アパレルショップA店では、POSレジやポイントカードを活用して購入客の年齢や性別など

の属性を分析し、店舗レイアウトやターゲティングの参考にしてきました。しかし、POSレジによ
る分析では「購入者の情報は得られるものの、購入に至らなかった顧客のデータを把握できない」
という課題があり、潜在的な顧客層を顕在化することが重要なテーマとなっていました。

解決策
AIカメラを活用して顧客属性を分析した結果、来店者の多くが30代前後の女性であることが判明し

ました。これを受け、店舗をリニューアルし、ターゲット層を再設定しました。
また、アクセサリーコーナーには女性だけでなく一定数の男性も訪れていることがわかり、女性向

けのプレゼントとして購入している可能性を予測することができました。
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